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　学校では、児童生徒の発表力を伸ばすために、昨年度から前期（１～４年生）
中期（５～７年生）後期（８・９年生）の３つのブロックでスピーチ集会「いき
いきタイム」を開催しています。今では、原稿を見ずに大きな声で発表できるよ
うになり、感想や質問の交流も活発に行われるようになってきました。
　10月27日（金）開催の第67回奈良県へき地教育研究振興大会曽爾村・御杖
村大会では、授業とともにスピーチ集会「いきいきタイム」を多くの参観者にご
覧いただきました。

　学校では、児童生徒の発表力を伸ばすために、昨年度から前期（１～４年生）
中期（５～７年生）後期（８・９年生）の３つのブロックでスピーチ集会「いき
いきタイム」を開催しています。今では、原稿を見ずに大きな声で発表できるよ
うになり、感想や質問の交流も活発に行われるようになってきました。
　10月27日（金）開催の第67回奈良県へき地教育研究振興大会曽爾村・御杖
村大会では、授業とともにスピーチ集会「いきいきタイム」を多くの参観者にご
覧いただきました。
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広陵町×曽爾村の共通返礼品第３弾は以下のとおりです。

【曽爾村ふるさと納税紹介サイト　https://furusato-soni.jp/】

○曽爾村の冬野菜とヤマトポークを美味しくいただく鍋の素２種セット
○炭火焼肉食神苑特製もつ鍋と曽爾高原ビールのセット
○ほうれん草ハンバーグと煮込みハンバーグのセット
○焼肉セット
○古都華のいちごバター
○大和牛・ヤマトポーク
○米粉パンケーキミックス

ふるさと納税共通返礼品
第３弾の記者発表を行いました！！

　11月20日曽爾村地域総合センターBENCHにて、ふるさと納税共通返礼品第３弾として、「曽
爾村の冬野菜とヤマトポークを美味しくいただく鍋の素2種セット」など全７種類の返礼品の記
者発表を行いました。
　広陵町と曽爾村は互いの資源を活用した地域活性化を目的に令和２年10月に連携協定を締結
し、令和３年よりふるさと納税共通返礼品の提供を開始しました。共通返礼品により、両町村の
魅力を高めるとともに地場産業の発展に繋げていくこと、また関係人口やファンづくりを目的と
して取り組みを行っています。今後もお互いの特産品や加工品を活用しコラボ商品を提供してい
く予定です。
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保保育育園園

さつまいも堀りさつまいも堀り

　10月23日（月）に老人会の方と
の花植えをしました。土の耕し方
や植え方を教えてもらい、一緒に
チューリップの球根とパンジーを
植えました。きれいなチューリッ
プが咲きますように。

老人会との花植え老人会との花植え

　10月25日（水）３,４,５歳児でみかん狩りへ行きました。とても良い
天候の中、甘いみかんを採る子どもたち。「７個も食べた。」「おいしい。」
「もう一個採ってこよう。」と、楽しんでいる会話も聞こえてきました。

　10月31日（火）にハロウィン
パーティーをしました。絵合わ
せ、顔パネル、ブロック積みを
グループで成功させ、最後には
おやつをもらって大喜びの子ど
もたちでした。

ハロウィンパーティーハロウィンパーティー ☆おやつもらった
よ☆

　10月13日（金）に田合　完さんの畑で
さつまいも堀りをさせていただきました。
大きなさつまいもに大興奮の子どもたち。
一生懸命土を掘って、たくさんのさつまい
もをいただきました。

♪３歳児 ♪４歳児 ♪５歳児

みかん狩りみかん狩り

むらの話題

広報曽爾　令和５年12月号　№6263



８・９年「総合」

第67回奈良県へき地教育研究　　振興大会　曽爾村・御杖村大会第67回奈良県へき地教育研究　　振興大会　曽爾村・御杖村大会
10月27日（金）に　曽爾村を会場に開催10月27日（金）に　曽爾村を会場に開催

　奈良県へき地教育研究振興大会は、過去３年間新型コロナウイルス感染拡大防止のために通常の大会を開催
することができませんでしたが、新型コロナウイルスが２類から５類に移行したことで、「第67回奈良県へき
地教育研究振興大会　曽爾村・御杖村大会」は、秋の深まりを感じる令和５年10月27日（金）に曽爾村を会場
に制約のない大会を４年振りに開催することができました。
　本大会は「ふるさと曽爾に誇りをもって、自ら未来を切り拓く子どもの育成　～義務教育学校としての豊か
な学びの実現～」を大会主題に、午前の分科会では施設一体型義務教育学校「曽爾村立曽爾小中学校」並びに
「曽爾小中学校PTA」の取組をご覧いただきました。
　午後に開催しました「全体会」では、「国歌」並びに「太陽となろう」（－へき地教師の歌－）を斉唱し、吉
田育弘奈良県教育長・中垣内壽美奈良県へき地教育振興協議会会長（上北山村教育長）が主催者を代表して挨
拶をされ、来賓としてご臨席をいただきました田中惟允奈良県議会へき地教育・過疎対策議員連盟会長、芝田
秀数曽爾村長が祝辞を述べられました。続いて、功労者表彰が行われ、長年にわたりへき地教育の充実・発展
にご尽力いただいた７名の皆様のご功績を称えました。本村からは、曽爾小中学校の米山美千代先生と南麻子
先生のお二人が受賞されました。
　記念講演は、奈良教育大学理科教育講座教授・理数教育研究センター長の石田正樹先生にお願いして
『17years of Shangri-La』という演題で講演していただきました。曽爾村と奈良教育大学との17年に及ぶ連
携事業「サマースクール」などについて紹介していただきました。
　閉会行事では、第68回奈良県へき地教育研究振興大会開催地の下北山村・上北山村を代表して森岡和久下
北山村教育長から来年に向けた挨拶があり、大会実行委員長の尾上清男曽爾村教育長の閉会挨拶で全日程を終
了しました。
　午前の二つの分科会、午後の全体会・記念講演をあわせて、のべ433名の参加者がありました。多くの参観
者や奈良県教育委員会から『曽爾村の教育』について大変高い評価をいただきました。
　本大会の運営にご尽力いただきました地域や保護者の皆様をはじめ、関係者の皆様に感謝申し上げます。

主催者挨拶　吉田奈良県教育長

講師：奈良教育大学教授　石田正樹先生
演題：『17years of Shangri-La』

へき地教育功労者表彰来賓祝辞　芝田曽爾村長

○理数科教育を発展させ
るための理念や取組の
実態、曽爾との出会い
と歩みを教えていただ
いてありがとうござい
ました。

○曽爾小中学校と奈良教
育大学の様々な取組、とても魅力的でした。

○多様な大人に自然と会える環境にないへき地では、出会い
こそが一番大切だと思います。学生、先生様々な専門家に
教わることができた曽爾の子どもたちが可能性や知識の幅
を広げ育っていったことは大きな成果だと思いました。

○わたしも理数科教員ですので前半の内容を大変興味深く拝
聴しました。大学をとおして大変おもしろい事案を曽爾村
でしていてうらやましく思いました。

　第１分科会の曽爾小中学校は、「主体的に学び、自分の考えを分かりやすく生
き生きと表現する児童生徒の育成　～情報活用能力の育成と地域の良さを生かし
た取組を通して～」を研究テーマに、全学年で「国語・算数・総合」の授業を公
開し、児童生徒の発表では「いきいきタイム」として前期（１～４年）中期（５
～７年）後期（８・９年）のブロック別に「スピーチ集会」を発表しました。
　研究発表は、主体性や表現力を育成するための学習計画表やタブレットの活
用、思考力を高める授業改善、表現力を育むためにスピーチ集会などに取り組ん
できたこと、また総合的な学習の時間をはじめ生活科、社会科、家庭科等で地域
の方々の協力のもと様々な取組を進めてきたこと、そして施設一体型義務教育学
校や奈良教育大学をはじめ特色ある曽爾村の取組について報告しました。

＜参加者の声＞

　平成16年「先導理数プロジェクト」として、理科
嫌い、理科離れをなくそうとして始め、教科専門性と
教材開発力の高い教員養成のプログラムとして立ち上
げた。平成17年３月、大学教員４人が初めて曽爾中
学校で授業を行った。そのとき、授業を受ける生徒の
ひたむきさと新しい知見を得ようとする純真な眼差し
に、皆一様に感動した。全校生50人弱の山村の学校
にかつての日本の教育の原点が残されていると感じ
た。学生たちにこれを経験させなければいけないと感
じ、ここがまさにシャングリラ（理想郷）だと思えた。
　平成18年に曽爾村と協定を結び、曽爾小中学校を
フィールドに短期集中型の活動を進めた。これは現在
の本学の教員養成の三本柱の一つになっている。プロ
グラム修了生は117名、県内に45名、このプログラ
ムは学生にとって厳しいものだが、修了生は精鋭であ
り、これからも曽爾村との連携を継続し、奈良県の教
育の基盤を支える努力をしていきたい。

記念講演の概要

１年「国語」

研究発表する
曽爾小中学校PTA役員

グループ交流

曽爾小中学校研究発表 ７年「国語」

○めあてを持つ、考えを伝え合う、振り返りを行うなど言語活動を大切にして取
り組まれていると思いました。どの学年も学習態度がきちんとしており、学び
も深まっていると感じました。

○ICT機器を子どもたちが主体的に使っている様子がよく分かりました。また、
どの子も意欲的に課題に取り組み先生方の熱意もよく伝わりました。

○子どもの考えを表現しやすく工夫し、どの学級もいきいきと一生懸命学習して
いる姿が印象的でした。

○豊かな地域資源を授業や学習活動や生活に活かしている点がすばらしいと思い
ました。

○まず最初に司会の声の大きさに驚きました。わたくしの学校も同じくスピーチに毎年取り組んでいますが、いきいきタ
イムの活気、そして先生方の取組への熱意が伝わってきました。

○司会者、発表者、質問者それぞれがしっかり話す姿がとても印象的でした。伝えたい事柄、知りたい内容をきちんと言
語化する力は、すぐに身につくものではないので生徒も先生も日々努力を重ねておられているのだろうと感じました。

○特色ある取組、義務教育学校と小人数学級の強みを最大限に生かそうとした教育で、児童生徒の人間力、土台、心のあ
り方等の基本となる部分を育むすごくよい取組だと思いました。

＜参観者アンケート＞

４年「算数」

第 1 分科会　曽爾小中学校

　第２分科会のPTA部会では、「ふるさと曽爾の良さを生かしたPTA活動」とい
う研究テーマで、コロナ禍の中でも継続して実施してきた廃品回収とベルマーク
運動、支部懇談会、曽爾村教育委員会との教育懇談会、ファミリー清掃、広報活
動などについて発表しました。
　また、各PTAが４つのグループに分かれて「へき地のメリットを生かす方法　
～うちの地域・学校・PTA自慢から～」をテーマに自己紹介を兼ねてそれぞれの
地域の自慢を出し合うグループ交流を行いました。活発で和気あいあいな交流が
行われ、時間が足りないという声が各グループからあがっていました。

○廃品回収・ベルマーク運動、職場体験受け入れ依頼等に保護者が協力されてい
ることに大変驚きました。

○曽爾村のPTA活動が活発で刺激を受けました。本村でも学校の先生や教育委員
会のみなさんとの対話を実現したいです。

○PTAが積極的に学校や地域とのかかわりをもたれていることがよく分かりまし
た。学校、地域、保護者が密な連携をとり、お互いに支え合える関係がとても
大切だと分かりました。

○顔を合わせての交流は本当によかったと思います。

＜参観者アンケート＞

第２分科会　曽爾小中学校 PTA 部会

むらの話題
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８・９年「総合」

第67回奈良県へき地教育研究　　振興大会　曽爾村・御杖村大会第67回奈良県へき地教育研究　　振興大会　曽爾村・御杖村大会
10月27日（金）に　曽爾村を会場に開催10月27日（金）に　曽爾村を会場に開催

　奈良県へき地教育研究振興大会は、過去３年間新型コロナウイルス感染拡大防止のために通常の大会を開催
することができませんでしたが、新型コロナウイルスが２類から５類に移行したことで、「第67回奈良県へき
地教育研究振興大会　曽爾村・御杖村大会」は、秋の深まりを感じる令和５年10月27日（金）に曽爾村を会場
に制約のない大会を４年振りに開催することができました。
　本大会は「ふるさと曽爾に誇りをもって、自ら未来を切り拓く子どもの育成　～義務教育学校としての豊か
な学びの実現～」を大会主題に、午前の分科会では施設一体型義務教育学校「曽爾村立曽爾小中学校」並びに
「曽爾小中学校PTA」の取組をご覧いただきました。
　午後に開催しました「全体会」では、「国歌」並びに「太陽となろう」（－へき地教師の歌－）を斉唱し、吉
田育弘奈良県教育長・中垣内壽美奈良県へき地教育振興協議会会長（上北山村教育長）が主催者を代表して挨
拶をされ、来賓としてご臨席をいただきました田中惟允奈良県議会へき地教育・過疎対策議員連盟会長、芝田
秀数曽爾村長が祝辞を述べられました。続いて、功労者表彰が行われ、長年にわたりへき地教育の充実・発展
にご尽力いただいた７名の皆様のご功績を称えました。本村からは、曽爾小中学校の米山美千代先生と南麻子
先生のお二人が受賞されました。
　記念講演は、奈良教育大学理科教育講座教授・理数教育研究センター長の石田正樹先生にお願いして
『17years of Shangri-La』という演題で講演していただきました。曽爾村と奈良教育大学との17年に及ぶ連
携事業「サマースクール」などについて紹介していただきました。
　閉会行事では、第68回奈良県へき地教育研究振興大会開催地の下北山村・上北山村を代表して森岡和久下
北山村教育長から来年に向けた挨拶があり、大会実行委員長の尾上清男曽爾村教育長の閉会挨拶で全日程を終
了しました。
　午前の二つの分科会、午後の全体会・記念講演をあわせて、のべ433名の参加者がありました。多くの参観
者や奈良県教育委員会から『曽爾村の教育』について大変高い評価をいただきました。
　本大会の運営にご尽力いただきました地域や保護者の皆様をはじめ、関係者の皆様に感謝申し上げます。

主催者挨拶　吉田奈良県教育長

講師：奈良教育大学教授　石田正樹先生
演題：『17years of Shangri-La』

へき地教育功労者表彰来賓祝辞　芝田曽爾村長

○理数科教育を発展させ
るための理念や取組の
実態、曽爾との出会い
と歩みを教えていただ
いてありがとうござい
ました。

○曽爾小中学校と奈良教
育大学の様々な取組、とても魅力的でした。

○多様な大人に自然と会える環境にないへき地では、出会い
こそが一番大切だと思います。学生、先生様々な専門家に
教わることができた曽爾の子どもたちが可能性や知識の幅
を広げ育っていったことは大きな成果だと思いました。

○わたしも理数科教員ですので前半の内容を大変興味深く拝
聴しました。大学をとおして大変おもしろい事案を曽爾村
でしていてうらやましく思いました。

　第１分科会の曽爾小中学校は、「主体的に学び、自分の考えを分かりやすく生
き生きと表現する児童生徒の育成　～情報活用能力の育成と地域の良さを生かし
た取組を通して～」を研究テーマに、全学年で「国語・算数・総合」の授業を公
開し、児童生徒の発表では「いきいきタイム」として前期（１～４年）中期（５
～７年）後期（８・９年）のブロック別に「スピーチ集会」を発表しました。
　研究発表は、主体性や表現力を育成するための学習計画表やタブレットの活
用、思考力を高める授業改善、表現力を育むためにスピーチ集会などに取り組ん
できたこと、また総合的な学習の時間をはじめ生活科、社会科、家庭科等で地域
の方々の協力のもと様々な取組を進めてきたこと、そして施設一体型義務教育学
校や奈良教育大学をはじめ特色ある曽爾村の取組について報告しました。

＜参加者の声＞

　平成16年「先導理数プロジェクト」として、理科
嫌い、理科離れをなくそうとして始め、教科専門性と
教材開発力の高い教員養成のプログラムとして立ち上
げた。平成17年３月、大学教員４人が初めて曽爾中
学校で授業を行った。そのとき、授業を受ける生徒の
ひたむきさと新しい知見を得ようとする純真な眼差し
に、皆一様に感動した。全校生50人弱の山村の学校
にかつての日本の教育の原点が残されていると感じ
た。学生たちにこれを経験させなければいけないと感
じ、ここがまさにシャングリラ（理想郷）だと思えた。
　平成18年に曽爾村と協定を結び、曽爾小中学校を
フィールドに短期集中型の活動を進めた。これは現在
の本学の教員養成の三本柱の一つになっている。プロ
グラム修了生は117名、県内に45名、このプログラ
ムは学生にとって厳しいものだが、修了生は精鋭であ
り、これからも曽爾村との連携を継続し、奈良県の教
育の基盤を支える努力をしていきたい。

記念講演の概要

１年「国語」

研究発表する
曽爾小中学校PTA役員

グループ交流

曽爾小中学校研究発表 ７年「国語」

○めあてを持つ、考えを伝え合う、振り返りを行うなど言語活動を大切にして取
り組まれていると思いました。どの学年も学習態度がきちんとしており、学び
も深まっていると感じました。

○ICT機器を子どもたちが主体的に使っている様子がよく分かりました。また、
どの子も意欲的に課題に取り組み先生方の熱意もよく伝わりました。

○子どもの考えを表現しやすく工夫し、どの学級もいきいきと一生懸命学習して
いる姿が印象的でした。

○豊かな地域資源を授業や学習活動や生活に活かしている点がすばらしいと思い
ました。

○まず最初に司会の声の大きさに驚きました。わたくしの学校も同じくスピーチに毎年取り組んでいますが、いきいきタ
イムの活気、そして先生方の取組への熱意が伝わってきました。

○司会者、発表者、質問者それぞれがしっかり話す姿がとても印象的でした。伝えたい事柄、知りたい内容をきちんと言
語化する力は、すぐに身につくものではないので生徒も先生も日々努力を重ねておられているのだろうと感じました。

○特色ある取組、義務教育学校と小人数学級の強みを最大限に生かそうとした教育で、児童生徒の人間力、土台、心のあ
り方等の基本となる部分を育むすごくよい取組だと思いました。

＜参観者アンケート＞

４年「算数」

第 1 分科会　曽爾小中学校

　第２分科会のPTA部会では、「ふるさと曽爾の良さを生かしたPTA活動」とい
う研究テーマで、コロナ禍の中でも継続して実施してきた廃品回収とベルマーク
運動、支部懇談会、曽爾村教育委員会との教育懇談会、ファミリー清掃、広報活
動などについて発表しました。
　また、各PTAが４つのグループに分かれて「へき地のメリットを生かす方法　
～うちの地域・学校・PTA自慢から～」をテーマに自己紹介を兼ねてそれぞれの
地域の自慢を出し合うグループ交流を行いました。活発で和気あいあいな交流が
行われ、時間が足りないという声が各グループからあがっていました。

○廃品回収・ベルマーク運動、職場体験受け入れ依頼等に保護者が協力されてい
ることに大変驚きました。

○曽爾村のPTA活動が活発で刺激を受けました。本村でも学校の先生や教育委員
会のみなさんとの対話を実現したいです。

○PTAが積極的に学校や地域とのかかわりをもたれていることがよく分かりまし
た。学校、地域、保護者が密な連携をとり、お互いに支え合える関係がとても
大切だと分かりました。

○顔を合わせての交流は本当によかったと思います。

＜参観者アンケート＞

第２分科会　曽爾小中学校 PTA 部会

むらの話題
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　去る11月１日、山粕地区にて花いっぱい運動を
実施しました。山粕すずらんの会５名の方が国道
369号線沿いにパンジーを約500株植えました。花
いっぱい運動とは、奈良県が花苗・肥料などの植栽
用品を配布し、道路環境の美化を図る運動です。

令和５年度　第二回花いっぱい運動を実施しました！

　秋から冬へと季節の移り変わりが感じられるような寒さの中、11月14日（火）に全校児
童生徒が参加してマラソン大会を行いました。１・２年生は１㎞、３・４年生は２㎞、５・６
年生は３㎞、７～９年生は４㎞。寒さに負けず、完走を目指して子どもたちは力いっぱいの
走りを見せてくれました。沿道から応援してくださった皆様、ありがとうございました。

曽爾小中学校　全校マラソン大会

むらの話題
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　11月３日（金・祝）の「秋に親しむ歩こう会」は保健福祉課の健康ウォーキングとの共催で、
国の天然記念物に指定されている鎧岳を歩きました。曽爾村診療所から出発し、約２時間30分
かけて山頂に到着しました。その後、金強神社前を通って、天然記念物であるヒダリマキガヤ群
落を歩き、曽爾郵便局前に下山しました。急勾配な道もありましたが、みなさん頑張って全行程
を完歩することができました。秋の紅葉を楽しみ
ながら、登山した楽しい一日となりました。

　11月９日（木）に曽爾小中学校において、「アルパとフルートの演奏会」が開催されました。
多方面で活躍されている池山由香さん（アルパ）と、篠原梨惠さん（フルート）のお二人に演奏し
ていただきました。37本の弦から美しく流れるような音色を生み出す南米パラグアイの民族楽
器「アルパ」と管楽器の中で最も古い歴史を持ち「楽器の女王」とも呼ばれている「フルート」。
　この二つの楽器が織りなす優しいメロディーや情熱的でリズミカルなメロディーに終始魅了さ
れ、ディズニーやジブリ映画の
楽曲など子どもたちに馴染みの
曲目もあり、とても楽しい時間を
過ごすことができました。また、
お二人はそれぞれメキシコとパ
ラグアイの民族衣装を着用さ
れ、全て手刺繍の華やかなドレ
スの紹介もしていただきました。

秋に親しむ歩こう会

民生児童委員の活動について
　11月は児童虐待防止推進月間であり「オレンジリボンキャンペーン」は多くの方に虐待の問
題に関心をもっていただき、虐待のない社会を築くことを目指しています。
　曽爾村では11月1日に曽爾保
育園で、主任児童委員の寺㜔委
員、新山委員から保護者の方に
啓発グッズを配布しました。

曽爾村体育協会

青少年劇場小公演文化鑑賞会青少年劇場小公演文化鑑賞会

むらの話題
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　毎月２回金曜日に役場前のシェアキッチン「そにのわの台所katte」で開いている、野菜や飲食の買い物
や交流が楽しめる「そにのわマルシェ」（主催：農林業公社・曽爾村役場）。お年寄りの方から「遠くて行き
たくても行けない」という声を受け、各大字に出向く「出張そにのわマルシェ」を11月17、24日の両日開
きました。事前に大字総代や住民団体とも相談しながら、できるだけゆっくり憩いの時間を楽しんでもらえ
るよう準備しました。
　季節の野菜や農産加工品の他、トマト農家によるサンドイッチ、びょうぶ　　山桜の郷の串こんにゃく、
パウンドケーキなどを用意し、多くの方が訪れ、買い物や談笑、食事を楽しんでいかれました。同じ大字の
中でも行事以外は顔を合わせる機会が少ないという方同士の交流や、昔から曽爾に暮らす住民と移住してき
た方がのびのびコミュニケーションをとる機会ともなっていました。
　出張マルシェに合わせ、役場保健福祉課の「ふらっとカフェ～村の健康相談室～」も同時開催し、各大字
の会場では、保健師が血圧を測りながら、健康や介護の相談を聞く様子もみられました。

　曽爾村の農産物を食べたい人が前払いで農産物の詰め合わせセット
を購入し、定期的に受け取る「そにのわCSA」の取り組みがスター
トしました。曽爾村と連携協定を結んでいる近畿大学農学部との共同
事業で、まずは大学の学生や教職員を対象に実施。11月から12月ま
でに合計４回、農林業公社から近畿大学奈良キャンパスにまとめて配
送。大学で小分けにして、購入した学生や教職員に配布します。

【お問い合わせ】曽爾村農林業公社　☎0745－96－2112

「そにのわ便り」では、曽爾村の四季折々の農林業の様子や
農林業公社の取り組みを広報曽爾で随時お伝えしていきます。

曽爾村
農林業
公　社

そにのわ便り

「出張そにのわマルシェ」で各大字を巡回しました「出張そにのわマルシェ」で各大字を巡回しました

近畿大学と連携し「そにのわCSA」の取り組み開始近畿大学と連携し「そにのわCSA」の取り組み開始

　11月15日、近畿大学農学部主催で、そにのわCSAで曽爾村の農産物を購入してくれた学生や教職員21
人が曽爾村の農業や食の現状を学ぶ視察ツアーで曽爾村に来訪されました。午前中は、地域総合センターの
多目的室で、役場職員から曽爾村の概要、農林業公社職員から村農業の課題解決に向けた取り組みについて
講義。午後は、寺前健史さん、山下竜一郎さん、平畠裕文さんの圃場を見学し、理解を深めました。

定期購入した学生・職員が曽爾村を訪問定期購入した学生・職員が曽爾村を訪問

13時　長野公民館

11時30分　太良路公民館

10時　曽爾村児童館

14時30分　小長尾公民館

13時　ゆめの里かずら

11時30分　掛直売所

10時　伊賀見集落センター

14時30分　塩井集落センター

多目的室

平畠さん圃場

寺前さん圃場

katte前

11月17日
24日

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

17日

曽爾村児童館

小長尾公民館

24日

むらの話題
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　毎月２回金曜日に役場前のシェアキッチン「そにのわの台所katte」で開いている、野菜や飲食の買い物
や交流が楽しめる「そにのわマルシェ」（主催：農林業公社・曽爾村役場）。お年寄りの方から「遠くて行き
たくても行けない」という声を受け、各大字に出向く「出張そにのわマルシェ」を11月17、24日の両日開
きました。事前に大字総代や住民団体とも相談しながら、できるだけゆっくり憩いの時間を楽しんでもらえ
るよう準備しました。
　季節の野菜や農産加工品の他、トマト農家によるサンドイッチ、びょうぶ　　山桜の郷の串こんにゃく、
パウンドケーキなどを用意し、多くの方が訪れ、買い物や談笑、食事を楽しんでいかれました。同じ大字の
中でも行事以外は顔を合わせる機会が少ないという方同士の交流や、昔から曽爾に暮らす住民と移住してき
た方がのびのびコミュニケーションをとる機会ともなっていました。
　出張マルシェに合わせ、役場保健福祉課の「ふらっとカフェ～村の健康相談室～」も同時開催し、各大字
の会場では、保健師が血圧を測りながら、健康や介護の相談を聞く様子もみられました。

　曽爾村の農産物を食べたい人が前払いで農産物の詰め合わせセット
を購入し、定期的に受け取る「そにのわCSA」の取り組みがスター
トしました。曽爾村と連携協定を結んでいる近畿大学農学部との共同
事業で、まずは大学の学生や教職員を対象に実施。11月から12月ま
でに合計４回、農林業公社から近畿大学奈良キャンパスにまとめて配
送。大学で小分けにして、購入した学生や教職員に配布します。

【お問い合わせ】曽爾村農林業公社　☎0745－96－2112

「そにのわ便り」では、曽爾村の四季折々の農林業の様子や
農林業公社の取り組みを広報曽爾で随時お伝えしていきます。

曽爾村
農林業
公　社

そにのわ便り

「出張そにのわマルシェ」で各大字を巡回しました「出張そにのわマルシェ」で各大字を巡回しました

近畿大学と連携し「そにのわCSA」の取り組み開始近畿大学と連携し「そにのわCSA」の取り組み開始

　11月15日、近畿大学農学部主催で、そにのわCSAで曽爾村の農産物を購入してくれた学生や教職員21
人が曽爾村の農業や食の現状を学ぶ視察ツアーで曽爾村に来訪されました。午前中は、地域総合センターの
多目的室で、役場職員から曽爾村の概要、農林業公社職員から村農業の課題解決に向けた取り組みについて
講義。午後は、寺前健史さん、山下竜一郎さん、平畠裕文さんの圃場を見学し、理解を深めました。

定期購入した学生・職員が曽爾村を訪問定期購入した学生・職員が曽爾村を訪問

13時　長野公民館

11時30分　太良路公民館

10時　曽爾村児童館

14時30分　小長尾公民館

13時　ゆめの里かずら

11時30分　掛直売所

10時　伊賀見集落センター

14時30分　塩井集落センター

多目的室

平畠さん圃場

寺前さん圃場

katte前

11月17日
24日

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

17日

曽爾村児童館

小長尾公民館

24日
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〒633-1214　曽爾村大字長野62番地　☎ 0745－94－2104
開館時間／午前９時～午後５時　　休館日／日曜日・祝日村営図書館

貸出冊数…本／３冊まで
　　　　　DVD／２点まで
貸出期間…２週間

利
用
案
内

図書館だより

次回のおはなし会の
お知らせ

日時：12月20日（水）10時～
場所：曽爾村立曽爾保育園
　　　（遊戯室）

・世界の食卓から　社会が見える（著：岡根谷　実里）
・街とその不確かな壁（著：村上春樹）
・初めてのこども手話
・私ときどきレッサーパンダ（DVD）
・ふしぎ駄菓子屋　銭天堂（DVD）など…

リクエスト本・DVDが入荷！

奈良県林野火災消火訓練が実施されました！
　11月12日（日）に奈良県林野火災消火
訓練が曽爾村防災ヘリポートにて開催され
ました。曽爾村消防団と御杖村消防団が訓
練に出場し、日頃の訓練の成果を発揮しま
した。
　ヘリによる救助訓練と散水訓練も行わ
れ、今後の林野火災対策における関係機関
の相互連携を深めることができました。

令和５年12月 村営図書館　カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

休館日 休館日

　 　 　

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
おはなし会

31
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